




r日本語教育実践研究(6)」 は、 日本語 のr機 能文 型」に基づ く文法教育にっいて
実際の教育活動を通 じて研究す る授 業です。主に、中級後期か ら上級前期 にかけての 日
本語学習者が受講す る 「日本語文法6A」 のクラス を実習の場 として、学習者 のr機 能
文型」に基 づく 日本語 のコミュニケー ション能力 を高 めるために、どの ように授業 を行
うかにっいて、実践的に考察 します。また、具体 的な文法教材 の作成方法や 、教材研究,
教案 ・補助教材 の作成,教 室活動の実際についても検討 を加 えます。
2004年 度秋学期は、受講生は6名 で したが、今年度か ら金曜開講 の技能科 目,日 本
語文法6Aユ の教科書のr機 能文型」1～42に 基づ く日本語のコ ミュニケー シ ョン能
力を高める方法に関す る検討を重ねつつ、実習クラスの授業運営に参加 しま した。
学習者がある 「場面」において 「機能 文型」を生か して、 日本語の コミュニケー ショ
ン能力を身 にっけるには、どのよ うな授業 を展 開すればよい のかとい うことにっ いて、
受講生たちは真剣 に考 え、効果的な実践 をするために、授業時間外 にも、教材研究や授
業の準備に多 くの時間を割き、努力 を重ねて きま した。
その一成果が、前号の大工原勇人 さんの授業報告 「日本語教育実践研究(6)の 文法
授業 で学んだ こと」であり,今 回の國府志津枝 さん と伊能裕晃 さんの レポー トです。
また、2004年 度春 ・秋学期の 『日本語教育実践研 究(6)実 践授 業報告』(佐 久間 ま
ゆみ編2005、3,pp,1-251)を ご参照いただ けれ ば、受講生全11名 によるr日 本語文 法
6A/E」 の実習授業の着実な歩みの詳細 を把握できるのではないか と思います。
早稲 田大学 日本語研究教育セ ンターで現在 も改訂中の教科 書、 『目本語文法61/6
H』(試 作版)を 使用 し、実習授業で も導入 したr機 能文型 」については、受講者 も、
試行錯誤を繰 り返 しっっ、多 くの発見 と成果を上げてお ります。学習者が機能 文型 を習
得する上での問題 を解決する一方法 として、 〈例文一 実例一 練習〉とい う三段階 の学習
活動を教師の適切な発問によって展開する授業の実践や、宿題の例文作成の誤用例 の添
削等を通 して、学習者 の 自発的な文法意識を活性化 し,日 本語の伝達能力の育成 を実現
し得たことは、大 きな収穫ではなか ったか と思われ ます。
日本語のr文 法教育」に関す る課題 は、今 なお山積 してお りますが、今後 も、機能文
型 に関す るデー タの収集 とその記述 を継続 し、日本 語の表現 ・理解力 を養 うための文法
教材 の開発 と効果的な教授法の工夫 を進めていくこ とが大いに期待 され ます。
(サクマ マユ ミ ・日本語教 育研究科教授)
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